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秋田県南東部に位置する横手盆地には、数多くの埋蔵文化財

地が確認されており、これまで行われた発堀調査により、この地域

の原始、古代の歴史の解明の子がかりとなっております。

は、国道 398号改良工事計画の拡張予定地域内の広沢山

遺跡発掘調査を実施し、その結果をまとめたものです。

遺跡の は過去に されておりましたが、古代の につ

いていくつかの知見を得ることができました。

が、今後の埋蔵文化財保護および考古学研究のうえで、

いささかなりとも役立て いに存じます。

ここに、調査およ の作成にあたり、御指導、御協力を

いただいた関係各位に心から感謝申しあげます。

昭和60年 3月

秋田県教育委員会

孝文 藤 長
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1 本書は、国道 398号改長工事に伴い、湯沢市山谷宇広沢山 1番地の lに所夜する遺跡の

一部が消滅.することから、記録保存を目的に昭和59年9月10日から 10月 5日ま

を実施した広沢山遺跡の記録である。

2 本遺跡は、 「湯沢市山谷j 、 「取と石山土伺i窯跡」として周知されているが、主要部が

広沢山の地割であることから「広沢山遺跡」と改称した。

3 本遺跡、は¥山下孫継氏と湯沢市教育委員会が、過去 2回にわたり を実施してい

るが、その成果が公表されていないことや、向調査で本遺跡の主体部を調査しているので

山下孫継氏の調査報告(草稿)を引用しながら報告する。

4 本遺跡の調査・整理に際し、次の諸氏から御教示を得た。記して謝意を表する o ()I!N不""])

奈良修介(前秋田県立博物館長) 鈴木俊男・山田貞吉(秋田県文化財保護指導員) 磯村朝次郎(

秋田県立博物館主任学芸主事) 庄内昭男(秋田県立博物館主事) 沢谷敬(横手市教育委員会社会教育課

主事) 和泉昭一(横手市教育委員会社会教育課嘱託) 新谷武(青森県埋蔵文化財調査センター調査第一

課長) 白鳥文雄(青森県埋蔵文化財調査センター調査第一課主事) 秋田県立陣午勿長官 干大田

沢北高等学校社会科クラブ

5 本書の草稿は、第 2章を橋本、その他を桜田が分担執筆し、永瀬が補筆した。また、遺

物の実測・写真・トレースを桜田、採拓を繋理作業員が分担した。

6 本書の編集は、橋本の協力を得て桜田が行った。
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はじめに第 l章

はじめ第 1輩

発掘調査に至るまで第 1節

に伴い、渇湯沢市から稲川町・皆瀬村を通り、宮城県石巻市に抜ける国道 398号の改良

に、昭和30年と 31年の 2カ年に湯沢市教育委員会が発掘調査を沢市山谷地内の

『湯沢市取上石山土師時代遺跡『湯沢市取上石山土師時代遺跡第 1回発掘調査報告書』施し、

会に発掘調査担当者である山下孫継氏から

された(第 1図)埋蔵文化財

昭和58年10月に県教育委員会

次

いで昭和59年 7月に県埋蔵文

化財七ンター桜田経文化財主

がな

包蔵地が所在することから、ヲ毛
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〔昭和59年 8月16日付け、県

地踏査の結果をふまえ、県土

国道 398号改良

土木部長から県教育長あて

が現地を踏査した。

木部長から
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査について

昭和59年 9月10日から 10月 5

日まで発掘調査を実施するこ昭和30年・ 31年調査時の発掘報告書(草稿)第 1図

ととになった。とになった。

τ のl 山下孫継氏の昭和30年、 31年の調査のきっかけは、

本遺跡は、湯沢市から山谷峠を越えて、雄勝郡川連町に歪る県道!協にある為、 JII連稲庭地区か

が数年前からこれを発見しており学校側にもる高校生や、遺跡附近のら湯沢市に

在に至った3尺であるが、必要が認められ提出していた様であるが、

沢北高校から当教委にこれが提出され、秋田県文化財-専門委員奈良修介氏の

5 の王買では、

られている。と

考古編』の「第 l

るj室びになった」を

昭和53年に刊行された



第 L車はじめに

枇 土~I申告告を焼成した「ひら言語」 と須恵絡をやいな「あなかま J とがあり、その枇が両方共発見

されている。ひら議は、秋1.11

J!U誕文化ftr包必Illm誕カード

"・‘'
市下新城槻ノ木、瓜生崎、湯

沢市山谷でfJ司読され、それに

よればほ聞は乎で円形、それ

にドーム状の屋般が粘土でつ

くられたものと推定される。

125ど!竺ヱニ:Jf品川1.t'，，...

• UifLllil)o。匂..・包・ー昼‘ I

山正とお&瓜叫盟"....，..;"ゐ"'11(，μ 吋J.......).I'・ 1.1拡之 内科H 対比叫E

‘，.，，，こでL空白ど乏ーか:位L1142と勾・'j!.l..~:Iょ|熊山帥ゐ
-L'ê子件~_j_~.!.!l"空.，コ民」叫ヂふク:<ifI_"su・ム|‘1，1.刊金れ制.い計.l，_'î唱

: I t ""~.1..伽，~tV.!ti 久史川H埼州.;tu円、 '"01 : 1ムマA>々べ瓜旬刊....4
~. • ft 

{以下略)J と記述され、第

6 表j'il(跡地名表の ri~?R市j昂

iR山谷」 ・rJllM!J.出土.:l:~:; 

が rj:flilii!:l J となっている。

;I.....u~ぜか.114' 判，，.永 è..t毛‘'哩"・0 九 |ー
日&繁&事後・.~制定彼叫企阿川 I I覇‘幅削制 |山晴叫l1.・

， ， ，ぬ凶 0 必，給 |ふ合体泌."緋弘

この湯沢市1.11谷の~N*!ま 、 本 1M川"1綱川， lIf n " I ・・ “ l ・~ ， lu n 

遺跡のことである。 第2図 湯沢市教苦手委員会保管の『調査カ山ド，

また、山下f，f:<I%編響、湯沢市教育委員会刊fi-の r湯沢市総勝l1s能焼成文化財J (山下係継・

1961) 1:1:1: r湯沢市I.U谷字JIJ(1:石山逃跡 (jニ西宮時代i立幼) J として遺跡全対'l'f;真 i単純写;兵と

共Iニ紹介されている。昭和51年刊行のFlkEA県遺跡地名表sには収鍬されていないが、湯沢市

教育委日会に保管されている11自制37年の

r J.¥1!.1IW文化財包油産地淑主主カ ード (第2

凶}では r取1:石山土州議.lJl:"と名4容さ

れ、 Ðjg相47年度に 11、県教育要員会均<~2

手U30t匹、 31年の調査地r><..中央{こ F取上

石Ildニ附窯3iJJの逃11F際伐を建てている。

当該遺跡のji，庁α地!主、 f京iJ~主均一ドa に

よれば r~易沢，Iî取土石山 3番地の 1 J と

なっているが、 行場沢市雄勝郡能量~ij定文

化財aのJ唱す4写真{第3凶}と県土木部

総務土木事務所用地譲から縫{比された丈

f置図(第 4関)及び現j兄写真(第 5図) 第3図 i!I下調査区域全最 (山下1961より)

を検討すると、前 2凶の調査tt!!1iZI主、 「取上石山3i在地の 1J ではな〈、 T広沢山 1番地の 1J 

であることが判明した。ニのニとから当絞遺跡を r広沢山遺跡J として潟3ました。

註 1 山下孫税氏から県教育委員会μ総出された咋i!告書sの原本It未fdf認であるが、その三事務

と写~アルパムが、鈴木俊男氏の保持している山下孫縫氏の遺品のrr'Iニ現存寸品。草稿li、

- 2 -



ー ~... - ..ー ーー・・ー ー__一.ー

第4図国道398号山谷用地丈這図(抜粋整図)

原稿州事止の他、 N!~I~ii'i B 4中'Jr'可符紙の

民 1':'査iト当予恐きし、 f41簡は 1・レ ンシグ

ペーヘーにJf't.かれ、一吉思議人れきれで

いた ー般に公表されていといが、 所

，m rl111きlヨのあるよ師縫J が事<m上

しており、資料約1副総が必ぃニとかι

鈴本氏のT解先似て主FH;efJFに 4 自1:f'告

mさせていたどいた

節2節制貨の組織と構成

!l 0; tR山

第 5図遺跡現況写実
~ I周 ・参考文献

flcEfI県 1960 r秋Ul県!疋均1会í~J 202民・ 239氏

山ド係者主 1961 

秋山県教背番目会 1976 

潟沢市!:IIJJ毒剤Hì~ill場12文化nf. 15ici 湯沢市教育委員会

吻，¥1]帰還跡地[i<lJ 37頁 間際的偏

第 2節調査の組織と織成

調査主 体 秋田県教育委民会

調査機 関 秋IlII-¥¥-:l'P.級文化財セノ'1-

調 査担当者 永瀬偏!tJ i IK川県~p-.縦文化財 t ノタ -~ I 会教宵主事}

絞聞 p争 {秋川県樫威主化1Il'七〆タ-，Ut"H.'10 

総本高史 {秋問県度政支ftl!t七ンター支化財主事}

事 務担当者 h刊紙進 {秋I.lI県哩ltrJt文1m七ン9-主主}

量調査作業員 鈴木泌宏、お僑久ーお係改重量悶昭ー，副総正白日制l膝厳 六鎗こnll

麻生正芯 1射事弁if1 小野寺政治郎 高額貯- I有線怯総 高指市郎

鈴木和l助高tta忠夫高級ナ'/J_ ftli事マ仲I

整 理作業員 皆JlL'曹、千後続if.チ 7.:;t卵良チ嶋津?量子

調査協力機関 秋IB!県土;宇都~勝土木事務所 渇沢市教育委員会
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第 2章遺跡の立地と環境

第 2 遺跡の 環境

第 1節地形と地質

広沢山遺跡は湯沢市山谷字広沢山 1番地の 1に所在し、国鉄奥羽本線の湯沢駅の東約 4.0km 

に位置する。 湯沢市から稲川町を経て宮城県石巻市に至る国道 398号線沿いにあり、その国道

(当時県道)拡幅工事の際に土師器が出土したことから遺跡の存在が明らかになった。東約 0.8

kmには、湯沢市と稲川町の境でもある標高約 180m の山谷峠がある。

遺跡は雄物川水系鉦打沢)11に注ぐ沢の北側の斜面最下部に位置し、遺跡の中央部分はやや傾

斜がゆるやかになっており、登り窯の構築には適度な斜度となっている。地形分類によると御
たけさん 7う、

撮山山地に属し、奥羽山脈の西縁に位置している中起伏山地で、地質的には基盤は先第三紀神

室山花商岩より成り、これに須郷田層が発達を示し、粗粒砂岩が分布している。また、表!音地

質は輝石安山岩およびその火山砕屑岩からなる飯沢層に属する。飯沢層は羽後町飯沢一帯から

湯沢市松岡南方を経て東端部の湯沢市街地南東方に至る地区に広く分布しており、層厚 100~500

m で東ヘ行くほど薄くなる。蝿石安山岩熔岩・同質凝灰角磯岩・火山角磯岩及び火山礁凝灰岩

を主とし、酸性凝灰岩及び泥岩を挟んでいる。これらの安山岩類は多少とも変質されていて、

新鮮なものはごく少なし」現況は松林で、土壌は褐色森林土壌の大仙山 2統に属する。一般に

磯の混入が多い。母材は新第三紀国結堆積岩及び火山性岩石で黒褐色~褐色を呈する。

第 2節歴史的環境

広沢山遺跡周辺の聞知の遺跡は第 6図のとおりであり、番号を付したものが発掘調査を実施

した遺跡である。

広沢山田辺からは確実に!日石器と思われる遺跡は確認されていなし」可能性のあるものとし

て東山寺墓地上遺跡がある。近い所では図中西側にあたる羽後町新成、小松(五把出山)から

の出土がしられるのみである。

縄文時代にはいると遺跡の数は増大する。早期の遺跡はまだ発見されていない。前期の遺跡
つねさき ④ かけあが り) ⑥ 

としては木津根崎 1 (湯沢市)、欠 kり(稲川町)、梨の木塚(増田町)、中期の遺跡としては木津
③ 空)⑥

根崎 I、鶴巻(湯沢市)、欠上り、清水(稲)11町)、梨の木壊、戸波(増田町)、

)、鍋ケ沢(平鹿町)、後期の遺跡としては柴目、上人沢(湯沢市)、内山、

下川原(稲JlIIDJ)、梨の木塚、八木(増田町)、勘六(十文字町)、明沢(平鹿町)、晩期の遺跡とし
⑨ ⑤  

ては土沢1. II、山田中グランド(湯沢市)、森、中野、女男沼(稲川町)、平鹿、梨の木塚、八

木、真当(増田開J)、ニツ橋(十文字町)、阿弥陀田 1・耳、明沢(平鹿町)、白沢(皆瀬村)があ

る。

弥生時代の遺跡としては拾の上、木津根l埼(狐Ih奇)江(湯沢市)、平鹿(増田町-)がある。
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第 2節歴史的環境

第 6図 遺跡イ立置図

平安時代の遺跡としては杉田(湯沢市)、宮の前(稲川町)、平鹿(増田町)がある。
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第a章 調査のJj向と経過

近辺の中世減量宮として I~岩崎減、 湯沢J輩、 1企同級 . ~ヶ iR総、上(J)宿館、関口城. 術ìR鮎・
0・き乞，。 い~$;向 .... ...t ー，、一".

(i.易iRrlil.平i車、総縫成、新1虫館、三毅域、 IIIj事械、八幡a阜、や形I成、 三文}点、 大総{告別11櫛f)、
，t- I.A I.; _， ?~ト.

真人紙、新総山館、片倉山館、戸j量級、 1曽悶減、八本減、飯館(I~田町)などがあげられる s

註

む山本係誕生 1967 '怖の上遺跡発長ia同宣J ".It方考古」第 2~:;. 

(ID山下係車t 1967 '~阿遺跡発獄湖資J r~tJj考古」第 3 7:;' 

③'1967年比~ ~R 111教育蛮員会発銅剣'l1i:，

~下務総 1970 '1111事選跡発t\~調査宇11常j r~t)j考古a 抗 5 月

@秋同県教背~員会 1983 r平理主違約発術調査報合J書s

⑥秩閉県教育委員会 1979 r裂の木塚発4服部tJj'・f報告書J

(?) J 97~年緊急剣先。

③Llj下係証言 1976 'I~制県船川町内til逓跡発Jlilà朗読報告書j r;ltガ肯合」徐11勾

⑨1961年奈良終介、~島昂発掘調賞。

⑪陥川町教育普貝合 1916 r'I~;の前発t臨調資事11告s

fx!ll県教育委員会 1977 r'，~'の前遺跡a

.jj)i滝口宏・西村正衛 1956 r秋凹県鎌勝郡欠上遺跡鐙伽桜告J r ，!if~J 1i1 18~} 

4争1968年山下五毛織発掘調』置。

参考文献

秋国県教育委員会 1976 r秋凶県遺跡地開s

秋回県教育委只会 1981 r牧旺l県中世峨総2

海ìf~市教育普員会 1961 ri湯t軍rMfl.勝利l有機!被文化U1J

軟剖県 1979 r上地分叙基卒f局窓 ;!"Hぬ

第 3章調査の方法と経過

9月10白に埋厳文化財七ンターか告発被告書"を現地t二割股入 L、遺跡に隣接する秋凶県鈎猟会

キジ盟f~主化訓練馬前のB!J患にiS材を降ろす。銅3封すの現地の路3まの緒泉から、 j(幕を設営し、

言語材を収納する針闘であったが、候補泌

がいずれも不湾当と判断されたので設営

企断念し、訓練場管i型機をー泌借用し収

納した。午後から作業員に澗査方法等の

説明を行ったあと、 7月161Jの現地踏査

時によ師器片を採集ーしと地区の茸r~IJ η と

一

第7図山下調査区織の現況

- 6 -



第3章調査の方法と経過

調査地区南側下方を国道が走っているため土留め工事を実施した。南面する斜面にのこされた

「窯跡」の調査ということで、当初斜面に直交する卜レンチを設定し、プランを検出できたら、

その地区を拡張するという方法を考えていたが、草刈り前と草刈り後では「地形」が大きく変

わったため、 トレンチ設定計画を再考す

る。作業uから「国道 398号が現道のよ

うに改良される前は鞍部になっており 、

焼土、 「皿」などが多祉に出土 し、 「カ

マ場」と呼ばれていたが、道路工事で削

平されてしま った。J r昔調査され、有刺

鉄線が巡らされていたりということを聞

く。

9月11日、草刈り後、堆積する枯葉を除去中、

「育祭」らしき形態の落ち込みが、2カ所(第 7

図 ・第8図)そのうち 1カ所の下方に略方形の平

坦面があり 、その中央部に「取上石山土師窯跡」

(表) ・「昭和47年度秋田県教育委員会J (裏)

の標柱が腐朽し倒伏しているのを発見した。来跡

した湯沢市教育委員会伊藤徳彦主事によると、 「

いつ頃か明らかでないが、山下孫継氏と奈良修介

氏が発掘調査したあと、有刺鉄線を巡らし、その

報告が山下氏から市教委にあったらしい。標柱は

県教委の指示で市教委が設置したらしい。」この方

形の平坦部を囲むように腐食した有刺鉄線が埋没

していた。地形にあわせ 4mx 4 mのグリ ッドを

設定した(第 9図)。

9月12円には、国道から訓練場ヘ上る道路を境

にして、昨日検出した方形平坦面のある地区を中

央区、西側を丙区、中央区の東側を東区として、

京区と西区の草刈り、土留め工事を行な った。丙

区、中央区にグリ ッドの 5ラインを基線として、

南側に 1m幅でトレンチを設定。西区をNo.1卜レ

ンチ、中央区をNo.2卜レ ンチ と呼称した。中央区

- 7 -

第8図 雑木・雑草除去後の山下調査区域

⑧ 

し一一2 m

第9図グリッド配置図



第3章 ii'!ij互の方法と経過

第10図遺構プラン検出状況(法面)

ヨ=コEコ。

宅司F

YU ZAY'臥

のj也1f~i財I誌を開始する a 中央l壬 |ごJjのω

illiよ而でU字Jr:長の，吉ち込み Z 均所前r~~~。

夜間1Iの持軍ち込みに!主総j;位、炭化物f立が

混入していた{筋10似IU1!博似品の管i盟人

宇ある近雄氏IJ'ら、 IIJ谷峠のトンネ Jレを

抜ける と良質の納土がfHIilされていたit!

揃があると歓'1'された。

世月13臼には、中央区の国道i1、商でU

手形プランを 4プJ所検Hie> ~克地表稲の凶

部とi止画の FプランJ がよくー主主してい

た。 E-3グリ γドを0:1'心と斗る 3-6

2のプラン低温でi卓、法上l替と礁j輔が

互層~k!W(二告っている。 3 十 6- 2十 i

-8-7の順に析しく♀るとj能主主された

{第lll'E!)0 

9月181:1、プラノ l、プラ;， 2を初登

Lたが「土横J の北!l!tl"!函が若手残され

た状態で、プラン 1から望書jfJ土例i器片が

一-O陣内."'.

奪実戸芋
第llli!1プラン硲認略図 (9月138の調査日露から)

10数点出土したのみ。プラン 4とプラン 5の表土を除去し、平面プラン線認作業に入った。プ

ラン 6は、自然崩題担土が法簡のくぼみに飴りついたものと判断された。

9月19日、 F-Nラインまで表土除去。プラノ 4とプラン 5の手聞を検出。;訴状に斜面上方

に延びているが、男完封通色土のみで#i.よ等l.t認められない。新たにプラノ 6を験出。

s 



第12図蜘.1トレンチプラン検出状況

第13図 山下調査区域遺構写真 {アルバム車ぴ山下1鮒よ川

(上}竪穴住居跡内の炉

Z再3章割.l!iの方法と経過

9月20日にプラン 4-6の平蘭プラン

穣認した結果、 3つのプラノとも，!s.褐色

土が帯状に把えられるが、地山との境界

聞で f;QlJ将平Iの状仇:も秘められないし、

プラン6(;;1:半問状の量ffdo形を単するが幾

土 .'"・炭化物が皆無であることから「

議J ではないとや|断した。 4ラインF-

Jグリ y ドの区間Iこ11¥1) m のトレンチを

設定{胤3トレノチと呼称)。総掘 り。

9月22日、湯沢市教委伊藤1，w.Jま主事、

1諸手市教委沢谷敬之さ匹、和泉日目}氏来初e

恥 lトレンチのS-Qグリ ット制で黒色

のプランが検出されたので4ライノ11唱に

拡悦L、平i苅ブラ〉険出に努めたが断編

観察の結果、新しい時期のものと判断さ

れた (~121測。

世fl25口、 5ラインのB-Fゲリ yド

flllに綴 lmのトレンチを設定し、プラン

7、プラン 8の軒li認を 11う。雪量J醇土白石ilif

片が多<... 品七した。プラ~ 7の東側「立

ち上 旬 J 占If富認さ れ t~øL-M ' 5-6

mの組掘りと、中央区の凶j置法街に碗認

された思樹色土と幾混り婦のli厳然積|言

織の斜街に沿って(医|道と直交}トレ〉

チ tN<l.4トレンチと呼称)を設定し、 4

予インのNo.3トレンチとド yキングさせ

日

~。
午後に鋭勝君ß<r~後18T役場元西支所主任

でl'i'<文化財保議指導員でもある鈴木俊男

(下}土筋縫製造跡(円形平窯の群と、火消し歪用の穴) 氏が来跡され「山下孫継氏の濁盗{土、円

形のみjL~と住居跡で、報告書のiiifji，\1土遺品の中にある(第13む~I ・<íí 14凶)。出土i車物1;1:、察良修

介先生が保管されているはずりと教示された。

- 9 -



第 3章調査の方法と経過

。岱柱穴

〆
/
 /

 /
 /

 /
 戸

/
 /

 /
 J

 
d
p
 選

費量

第14固山下調査区域Cトレンチ遺構平語図(第 2回報告書草稿より)

9月266永瀬福男社会教育主事が調査に参加。鈴木俊男氏から山下孫継氏の報告書草稿を借

鉄線)している。プラン 7

15図)。

iiミ

し、埋め戻さずに「縄張り J (後に有刺

プラン 7はBトレンチ痕跡と判明(

用し、検討したところ、プラン 7と8のあたりを

9月27日から、各「プラン j 積状態の と、 No.4トレンチの掘り下げ 四

!支の排土の最終処理と め;存立去開始。

9 月 28 日、 4 ラインの G~L グリッド!日j 中央区の排土の最終処理作業開始。

9月29日に「山下氏の調査し も ることにしたカヘ トレンチ したとこ

ろ、 [11下氏の調査A卜レンチの埋土 i二部に li主居跡」の焼土が厚く堆積していること、

に埋め戻さず、に していること、昭手fJ53年にキジ野生化訓練場が現在地 される前

に、この平担面にブレハ されていたという鈴木俊男氏の教示があったことから、既に

10 



11 

~15図 トレンチE量定図

{網目は 「落ち込みJ ・「遺構プランJ) 

革r;4 ..;'{ 検出さねたì!!構と~物

1h!~を掛っていると判断した(総16líí1)。

lOFl 4 EI、No.4のトレンチの土層雄被必;

第16図山下調査区犠 r竪穴住窟跡・

土師黛跡J 遺存状況

息長を~出11.写兵f最高主後1皇め炭 L 。中央区土留

め撤去。

10月5日、県土木部線級土木事務所、湯

沢市役育委民会、県立渇iJl~t高等学校にあ

t、さつ。部Mを総H'.L、調査を完了する

第17u<!)。

第17図遺跡厳終写真 (南西から)

第 4章検出された遺構と遺物

第 1節遺跡の土層

本遺跡{二雄haiする土層l卓、第18凶の巡りである。回尽のNo.lトレ〉チで検出された土語賀状の

沼ち込みは、角t擦を1日本とする演俄色縛睦j を似り込A でお、り 、 サ号サラ l/~~員制色土が詩型土と

- 11 -



第 4章検出された遺構と遺物

悼し159.785羽 一一E 一_c

L-4 
一一ι-159.900m

1-4 

___，一一ι

盟 -158.100m
E 

4m 

第四国 土層堆積実測図

して入っていた。その直上は、表土をなす11計局色の腐植土で、 「掘り込み面」や、燥層以上の

ち上り j は確認できなかった。磯層中には局部的にす:変した礁が確認できるが、人為的所

作とは考えられなし」中央区では、 4ラインに設定したNo.3トレンチが標準的であるが、プラ

ン4から上方に延びる暗褐色の落ち込みがK 4杭下に存をするが、人為的なものではなく、

自然営力による流水痕と考えられた。この流水痕らししユくぼみは日 4杭下にも存持:ーする口 L

4から G-4までの間の地山顕在上には、茶褐色土が堆積しでわり、諜状の落ち込みは、

を掘り込んでいた。 G 4 fえから東方には、深いU字谷が埋没していた口地iJJ

と忠われる角磯混入黄褐色土層が 2枚確認された。このトレンチは直交するNo.4トレンチと連

12 



ヨ2節 j会1引j立fNiとj立物

枕するむその土層堆積状況は、巨視的には を主体とする黄品j色陳情の地山面上に

NI~: 、その 1'，に角隙混入黄持j白土肝が、各 4 枚互層状態でi1t積してむり、この弘樹色土層中から

は土が極少量IIJj土 Lた。自然営力か人為的埋没かはすぐに判断できないが、法面に検出

されたプランを観察すると、!日出色土層の堆積とプランの[自に新!日関係が生じてむり、その埋

没(堆積)時期が限定される(第ll[ヌ!参!日1んこの立土肘と黄件j色際層の互層状態の堆積は

山下氏の前査時には日卜レンチでも確認されており、かなり上方でも局部的に存在すると忠わ

れる o 日色土層1=1二iには、焼土、!氏、炭化物等は全く含まれな¥;~ 0 No.5トレンチ北i]!iJ壁土層堆

積状況C2<](土、 jj与:[犬に延びるプラン 5が検出されたトレンチである。一部水道管理設のため撹乱

を受けている。坊!こt~ 仁IJ に焼土の極院予が確認されたが、炭質物等は含まれていなし '0 No.6トレ

ンチでも溝状に延びるプラン 4が検出されている口地山田の上部に茶褐色土が堆積し、そのJ:

部を浅く掘り込んでプラン 4があり、 11苦出色土が埋土として人っている口

第 2節検出遺構と遺物

検出遺構 山下孫継氏

し、その間にプレハ

なかった。今回の

を中断した と「土師窯跡」は、長い年月を経過

されるなどのアクシデ、ントがあったため、その原形を止めてはい

、当初検出した 4カ所の斜面に延びる黒褐色土の溝状のプランは自

然に出来た流水痕と推定され、遺構と確認できたのは土壌 3カ所である。この 3カ所について

も、道路法面に検出されたプラン 1・プラン 2は、わずかに壁面の痕跡が認められたにすぎな

い。大部分は道路改修時に破壊消滅してしまっていた。しかしプラン 1のわずかに残された埋

土中から 10数片の饗形土師器小破片が出土し、古代の遺構と確認された。西区で検出されたプ

ランは、方形を呈するが、遺物が全く出土せず、掘り込み面の確認ラインも表土との層理面ま

で延びており、確実な時期決定はできなかったが、新しい時代のものとも考えられた。

遺物 遺物としては、護形土師器と甑形土師器が出土した。今回の調査では、量的にもコン

テナ 2箱と少ないが、所謂「叩き自のある斐形土師器」が出土しているため、当該土器の

が多かった。山下孫継氏調査時の土器も加え検討した。護形土師器は第19図 lから第22図66ま

での66点が図示されたが、器形の全容が判明するものは皆無で、ある。

口縁部から胴部上半にかけての破片(1 ~23) の口縁部形状を観察すると、①頚部で外反(

1、 2)。②頚部で外反後、やや立ち上る(3、 4)。③頭部で外反し、短かい口唇部が直立する

( 5 ~ 15) 。④頚部で外反し、長い口唇部が直立(l6~19) 。⑤頚部で大きく外反し、短かい

部が直立する (20)。⑥頚部でやや外皮し、口唇部下端が垂下 (21~23) に分類できる。この口

縁部から胸部上半にかけての破片の調整技法を観察すると、須恵器の大型品によくみられる所

謂「叩き目」が外国に認められる破片が多い (1~ 4・7・9・10・12・13・15・20)。この γ

叩き目J は、成形時に器壁を r叩き締め」た痕跡と思われるが、頚部で外反する口縁部と胴部

13 



お4 A6z出されたj立fllfとj引材

第四国

5 

言

、も2
2
g
'
'

4s'aa 

，ra
‘、、

にまたがって認められるものが多く、口市重吉15を外反させる i誌に IIJfJき締め」たものと解釈され

る口 '1l[Jき締めJ たあと、見なでや!日ilj毛目( 1カキ目」と表現している均台ーもあるが、 l司じも

のを指す)で最終器面調整している口内面はj乏なで、刷毛目、指なでなどが行なわれ、 IIJjJき

締めJ H寺の「当ザて具」痕は 1例(13) を除き認められなし :'0 IJ台土には科H砂を含み、焼成良好で

堅鍛なものが多く、浅黄出色を呈するものがほとんどである。腕部破片は第21図24から

66まであるが、調整技法を観察すると、宮古15から胴部上半にかけての破片と同様IIJjJき締め」

た痕跡がある「叩き目J が認められるが、この[-を見なであるし汁土J右なでしたものとしないも

のの 2極が認められる。更に I1引き目」のみのものでも、最終13面市を目的としたと忠われ

るもの 5]・54・56) も存在しこの場合には、 Inp き I~I の条の 1:1 1 に条と直交あるいは糾

]4 



検出遺構と遺物第 2節
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( 2 ) 出土土器実測悶第20図

交する「節」がはっきり観察できる。非常に焼成が良いことから「須恵器の焼き損ね」とも判

(55・56) 、断されそうな破片である。内面の調整は r平行当て具J 痕跡の認められるもの

もあるが、刷毛白、指なでが多い。胎土に細砂・砂粒を含むものが多く、焼成良海波文 (57)

女子で、浅黄燈色・にふ、い燈色の色調のものが多しミ。甑形土師器は第23図に図示しているが、全

「叩き目」、指なで箆なでしたものもある。て破片である。外出を箆削りしたものが多いが、

その上を指なでされているが、 77・78の「76の「叩き目」は成形時の「叩き締めJ の痕跡で、

叩き白」は最終器面調整となっている。内面は刷毛目が多し」胎土に砂粒を含み、浅黄樟色を

「須恵、器の焼き損ねの誤

もあるが、調整技法・色調・焼成状態ばかりでなく、製作方法、胎土にも視点

15 

という語句については、「叩き自のある土師器」呈するものが多い。

とする



第 4章検出された逮捕と遺跡

をあてる必要がある。これらについて で述べる。

o 
24 

25 

27 

26 

門
ハ
パ
リ
μ
3

o 10c冊

第21図出土土器拓影図(1 ) 
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第 2節検出遺構と遺物
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第 2節検出遺構と遺物

第 1表出土土器観集表

挿閲番号 終的 外 i討 淵絞 いJ [語調守主 Il台 焼 r& 外面の色~!.] 内fliiの色調 考

19-1 多二~草長二 円l[l !IJ+j宅なで (1~干減) 中1[1紗多く含む 堅鍛 j長#IJ笠@ 以下l色

19~ 2 手~~、 rll[l [IJ i定なで 指11砂含む 級 {主主H金色 l火(I色

19~ 3 空点!、草 rilllきIJJ JHなで *IIH沙含む I~~ 綴 i支#tf会色 j主主T伶色

19~ 4 主~星5、 rilllきIIJ JRなで+i宅なで !砂粒多い 堅級 j主焚符色 j支質的0.

19~ 5 -点Iff、 市1]毛HJ (際減) 制IJ{沙多く含む 良好 j主主を燃色 ?~tlrHI色

19~ 6 主J目!、E Jおなで 「結IJ毛HJ 調1I砂多く含む 良好 j美声'tt(f色 j主主''ttff.色 内而ほとんと剥m

19~ 7 写二五!~ rll[lきJ=IJ十i主なで JRなで 市HJ砂含む 堅級 j主主'i:t金色 i支ずf怜色

19--8 望E i宅なで 「属IJ毛HJ k:HJ(i少台む 良好 j支質w色 i主主i的色

19~ 9 手~~ rU[lき日」十「崩IJ毛IJJ 「属IJ毛主IJ *111砂多い 堅鍛 j受賞的色 i主主H古色 二l:iIi!あり

19~ 10 海~!~ rll[lき [clJ十「刷毛13J i屯なで 砂校合む 堅鍛 的色 j 支 fl~ta色

19~ 11 指なで 指なで 中11I1沙含む l笠級 j実黄滋色 にぶい間色

20~ 12 裂 rUIlきE1J十1定なで J日なで十j宅なで 品lfl{砂含む 堅鍛 淡t守色 にぶいtJt.段色

20~ 13 テd阜陸、 iUpき目汁 iXrilJ毛卜IJ 「刷毛 I~J 出HJI沙f擦を含む ~~'ìì\ に堅#x i主黄信色 i主黄検色 に'1内ill(きujに[1 にくぼTf{みあるより う

20~ 14 指なで 指なで 組H妙多く含む 竪鍛 j美賞係色 j主主H景色

20~ 15 写~主在£ i[lllき臼」ートj宅なで 指なで 手11I砂含む 良好 にぷい黄段色 にぶい'jlf，位色

20~16 ~ 指なで 「崩IJ毛目J 納i砂含む 堅鍛 浅草を位色 i美焚怒色

20~ 17 羽J院Z、 J主なで 指なで k:HJ砂多く含む 良好 i支武徳色 i支鼓tF色 外lliil土磨滅している。

20~18 主~~ 指なで 指なで *11冊、恭子含む 竪鍛 燈色 灰 ~l色 口唇はi主による粘土の折り返し

20~19 宝E 指なで (磨滅) 綿砂多く含む 良好 j芙会'ti笠色 j実主t償色

20~20 5点tli、 「日Jlき目J+r品目毛I3J 指なで 京11I砂燦を含む 堅級 j受賞t景色 浅草を倍色 内面に炭化物付着

20~21 饗 指なで 指なで 砂粒多い 堅級 浅黄綬色 浅黄符色

20~22 司点!Ji、 (磨滅) 指なで斗「刷毛目」 総l砂含む ~~級 i受賞投色 j受賞治色

20~23 饗 箆なで「 i主なで 紺l砂含む 堅鍛 浅草そ捻色 j受賞投色

21~24 霊E illJlき臼」十iをなで 箆なで 砂粒含む 堅級 にぷい除色 浅草t燈色

21~25 宝E 「叩き目」十箆なで 箆なで *111砂含む 堅級 i芙黄t音色 浅黄信色

21~26 護 「日Jlき自J+}'[なで jをなで 砂粒含む 堅級 j受賞符色 j支黄段色

21 ~ 27 重5 rllpき臼J 箆なで 1沙粒含む 段級 灰黄色 灰白色

21~28 矛J阜E、 「日Jlき [3Jートiをなで 箆なで 砂粒含む 堅綴 にぷい俊色 にぶい黄陵台

21~29 ヨ1 「日pき白箆なで 「刷毛1':1J 砂粒含む 区~ #X にぶいf，):}色 )天裕色

21~ 30 ~~ il1Jlき日」十箆なで í!f，~毛 BJ 砂粒含む 堅級 j受賞後色 i美黄段色

21~31 饗 illpき目」 「刷毛臼J *HJ(i'歩合む 堅級 民黄色 渇灰色

21~ 32 宝E 「日Jlき目」 「脱毛日」 砂、粒含む ~鍛 にぶいw色 灰掲色

21~33 望1 「叩き目」 「局IJ毛;白j 妙、校合む 竪綴 j美黄燈色 にぷい褐色

21~34 写5l~ inllきf=Jrトiをなで f色なで 砂粒含む ~~級 にぶい位色 にぷい控色

21~35 杢~~ 「日Jlき目」トi主なで 「刷毛日」 中HJ砂含む 堅級 lこぶい褐色 灰褐色

21 ~ 36 写~!宮5、 inpき臼」 「刷毛日」 細紗含む E毛織 j受賞捻色 ;美黄段色

21~37 5星 「叩き日」十指なで 「刷毛lヨ(チ1:桁状)J キI!I砂含む 良好 i美黄絵色 i美質役e

21~38 予~~ il11lき目」 「別毛臼(升ヰ6，1犬)J 細砂含む 竪級 にぶい1金色 {こぶし寸HlZ色

22~39 霊1 rnpきf=JJ十iをなで i窓なで 制砂含む 竪綴 浅黄捻色 i主資除色

22~40 空点1.、 「日Jlきf:1J 指なで(布fJ? ) 砂粒含む 堅級 にぷい段色 灰持j色

22~41 現二五丘、 rupきは」 r!f，IJ毛臼(井桁状)J 制11砂含む i笠鍛 ;芙主計登色 ;受賞段色

42 「叩き]:]J十jをなで 「制毛目」 砂粒含む 1芝級 に ~l;い褐色 筒灰色

22~ 43 子点4旺、 rl1p IclJトi宅なで 「局IJ毛目 (jHif:lk)J 制{品、含色、 竪綴 にぷいil'tfIT色 にぷい焚段色 内面炭化物付着

44 写二五IR三 rrlJlき flJ 箆なで 結1I(ij!含む i笠級 i笑黄段色 明r~j灰色
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第 4章 検出された遺構と遺物

挿図番号 日忠極 外而.¥1，¥] ~主 内面 ~f，\] ~，t Ilfi l.Yt 1& 外而の色調 I}、J[函の色，U，¥J ?宅

22-45 与二日!草 rllp HJ JHなで お!I砂含む I~~ 致 I~ ，;;い古'lW 0. 11~ b~件j色

22-46 主!l!~ rupき iをなで キ1!I{i歩合む !~~ f.致 にぶt1b't1古色 lこぶいI貯な色

22-47 望1 rllpきHJ Jおなで 利!I{i沙台、む ~~級 i支iltf(t色 {支 g~ f(ì.色

22-48 宝5 1-IlPきflJ JBなで 制!I{i少合む 鍛 i主Ht符色 しぶい体j色 r)~1刻炭化物Hlf

22-49 量1 rllpきIclJ 箆なで 調!I砂台む ii11~ 政 i主tM会色 浅lft伶色

22-50 き聖 行Jpき目J iをなで *1II{i歩合む ffx j実主t'tJ'(I色 i主 t!ttK~ 色

22-51 饗 rfJpきEIJ+1をなで mなで 制lI{i歩合む 堅級 lこぶL寸:干色 ;主法的0.

22-52 差E 「日pき日」十JHなで J旨なで *'11砂含む lど Hx jポ1'10. にぶい出色

22-53 夢三云!正;ム rp)lき I~J 指なで 持!I砂含む *n 11c l' 1色 IMi0. 外i国毛主 1:出あり

22-54 重5 rJlpきlC:jJ JHなで 持!I砂含む !~~ 二 Gホコ'̂告 にぷい白色 にd'ぃbrf色色

22-55 妥E rn)lき IJJ 「平行当てw良」 ~UI砂含む 堅話i に，J'い段色 的色

22-56 Z星 rU)lき IclJ 「平行当てH痕」 祁l砂含む 包括t j主YU夜色 j主主rHi色

22-57 苓ヱ!~ rU)lき后」 「青海波文(?) J 砂際会む 堅級 l長1'1色 l1cl'l色

22-58 主d降t~、 iをなで 「刷毛臼」十j'i!:なで 砂粒含む 良好 !長黄体j色 にJ、いKt色

22-59 持~ jをなで 「刷毛日j 砂粒含む 良好 によい符色 にぷいf)，.j色

22-60 写!J~、 i'主自1)り 「刷毛iヨ」ト指なで ~IU(J~生、多く含む 良好 j主貨符色 にJ、いr$.j色

22-61 ~ fをI~Jリり 「刷毛日」 砂粒含む 堅級 にぶい黄般色 lκiM色

22-62 霊E i支持1)り 市1)毛目」 {沙粒合む 笠綴 にぷい怒色 [こぶいn.]色 内面炭化物j，)・者

22-63 饗 11[削り 「刷毛日」 砂粒含む ~~級 にぷい僚色 にd'い制色

22-64 を阜l~、 J宅自I)f) 「刷毛目」 利!砂含む 良好 に，j'い除色 !天体j色

22-65 饗 j宅情1)り 「脱毛目」 ~<IH{i少合:む 良好 段色 将!色

22-66 議J位E、 「叩き自」十j宅なで 「刷毛目(井tii:IR)J 砂粒含む 堅級 にぶい段色 j主主~l合色

23-67 f;lR 箆ì~1)り 「刷毛目J 高IH砂含む 良好 j支黄位色 にぶい茂俊色

23-68 官i 箆自1)り 「刷毛日」 砂校多く含む 安維1 j菜室そ段色 j主虫H設色 底内縁j却下lり

23-69 甑 箆なで 「刷毛自」 中III砂含む 竪級 にぶい1'¥1.色 灰拡j色 底径計iJliJ不能

23-70 ~[ 箆削り 「刷毛日」 *UI砂含む 堅級 にぷい褐色 itJ灰色 政赤まi主なで

23-71 甑 i宅待1)り 信Ilii:庄痕十指なで 綱砂含む 竪級 にぶい溺色 にぷい徐j色 底筏訂ifli)不能底紋J定自1)り

23-72 甑 箆自1)り 指なで 1沙校多く含む ~鍛 rMI色 にふ、い黄役色 内面巻 l二IL');

23-73 f;lR 箆削り 「刷毛目」 砂粒含む 堅級 j受賞燈色 j主黄段色

23-74 叡 箆削り 「刷毛日」 砂粒多く含む ~級 i受賞段色 j受賞位色

23-75 甑 箆自1)り 「刷毛隠」 *IU砂多く含む 良好 灰1'1色 灰(1色

23-76 甑 rpflき白J 指なで 「刷毛目 UHif:1犬)J 車問砂多く含む 堅級 灰白色 灰Fl色

23-77 甑 「日)lき民」 指なで 砂粒含む 竪鍛 にぶい黄段色 にぷい件j色

23-78 甑 rnflき自」 箆なで 砂総合む 堅級 にぷい僚色 灰(1色

23-79 甑 「日pき目」 「脱毛日」 砂粒含む 良好 j支主t燈色 にぷいfM色

23-80 甑 指なで 「刷毛[=1J キID砂含む 堅級 j受黄位色 ;主主''!:t?色

23-81 百五 }fIなで 「刷毛日」 砂粒含む 竪綴 j芙賞係色 j支黄陸色

23-82 告日 箆向1)り 「刷毛目メ箆なで 砂粒含む 良好 にぶい悩色 にぷい制色 底縁j宅再1)り

23-83 智R 箆削り 指なで li少粒多く含む 良好 にぶい黄桜色 にぶいm色

23-84 館l 箆削り 指なで 砂粒多く含む ~級 j美質{符色 j支Ii'l位色 "fiif面!治政令

23-85 甑 箆なで 「刷毛目J 科11砂r3"む 堅級 にぷい体j色 灰筒13 底外面f五削り

23-86 官長 箆削 1) 「刷毛日」 {ゆ粒多く含む 堅級 にぷい段色 lこぶい除色 底外縁i主ì~1)り

23-87 普氏 箆なで 「刷毛白」 砂燦多く合む 堅鍛 浅漬怜色 にぷい伶色

23-88 骨五 iを削り 「刷毛自」 組l砂多く含む 堅鍛 位色 に小い段色
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山下孫継氏を発総担当者とした湯沢巾・教育委員会の 21主にわたる発扱制定から28年が経過し

「押i笈をIt'l!Ji' しでおり更に潟査が必要J とされていた r笠穴住居跡Jと 「土飾百足跡」は、鈎王主

f去に一応の保存処認がとられたものの、その後に雑木・雑草が繁茂し、プレハプまで建設され

る告どしたため蹴l二1反形をとどめていないことが判明 したc
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第 5章まとめ

当初、遺構プランと考えられた1幅広な溝状の落ち込みは精査の結果、流水によるものと判断

され、 「竪穴住居跡J r土師窯跡J は検出できなかったO また、国道方面に検出された 2基の

土壊も、壁面の一部が痕跡として残存しているにすぎなかった。

遺物として、古代の饗形土器の破片が整理用コンテナに 2箱分出土したにすぎない Oしかし、

この護形土器は、所謂「叩き目」を器外面に見出すことができ、 了あかやき土器J r土師器」

「須恵、器」と各研究者により見解のわかれる土器である。本書では、秋田県内のこれまでの見

解に追従し「叩き自のある翠形土師器」として記述する。

所謂「叩き自のある護形土師器J は、秋田県内では、湯沢市広沢山遺跡、仙北町・千畑村払

田柵跡、秋田市秋田城跡・後城遺跡、男鹿市三十刈E遺跡、能代市中台遺跡の 6遺跡から出土

している。

〔払田柵跡J' S 1 27竪穴住居跡例は、丸底を呈し外国を平行叩き目、内面がゆるいU字形の当

て板痕とカキ白が施され、胎土には砂粒を多く含む。焼成はやや良く、茶褐色を呈する。 SK

60土壌例は嘉祥 2年銘のある木簡と共伴出したもので、明褐色で、紐巻き上げ・叩き締め・ロ

ク口調整後、体部内・外面に刷毛呂あるいは箆削りのあるものが多い。底部破片はすべて糸切

りのものである。

〔秋田城跡〕 では、杯形赤褐色土器、回転箆切りされた杯形須恵、器、高台付杯須恵器と共伴し

た。砲弾形を呈し、外面頚部より胴部には横方向のカキ白が施され、下方には内面に当て板を

あてて葉脈状の叩き板で叩き締めている。内面にはカキ目、下方には当て板痕がみられる。赤

褐色を呈する。

〔後城遺跡JS 1 169竪穴住居跡例は、砲弾形を呈し!頭部が「く」の字状に外反し、口唇部が

やや内反する。ロクロ整形されており、体部外面上半は横位方向のカキ目、内面は縦位方向の

カキ目を施した後に横位方向のカキ目を施す。体部下半及び底部は、外面が斜位方向に平行叩

き板痕、内面に同心円当て板痕が認められ、体部外面中央部には箆削りが行われている。色調

は赤掲色を呈し焼成は良好で、ある。

〔三十){IJ1I遺跡J S 1 01竪穴住居跡例は、砲弾形の翠で、上半分がロクロ整形、下半分が内・

外面とも叩きによる整形で、口縁部が「く J の字状に外反し、口唇部は藍立する。赤褐色を呈

する。

〔中台遺跡〕 第 l号竪穴住窟跡例は、丸底ふうの警の破片で叩き目痕が認められる。

〔広沢山遺跡〕出土の土器は、(1)外面「叩き目」 ・内面「指なで、」または「箆なで、J 0 (2)外面

「叩き目」十「刷毛自J ・内面 r刷毛自」または主なで、」、 「指なで、Jコ (3)外面「叩き目」十

「箆なで、」 ・内面「指なで J + r箆なで、J 0 (4)外国「叩き自J 内面明日毛白」口 (5)外面「叩

き目」 ・内面「平行当て具痕」あるいは r青海波文」ョ (6汐ト面「箆出Ijり」 ・内部「刷毛呂」。
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第 5章まとめ

(7)外国「箆削り J .内面「刷毛目J 十「指なで、」または「刷毛自J + 1"箆なで、J 0 (8)外国「指

なで」 ・内面「指なで、」。の各調整法が観壊される。

以上 6遺跡から出土した所謂「叩き自のある翠形土師器」を総合すると、口縁部が外皮し、

口唇部が直立気味あるいは直立し、胎土に砂粒・小礁を多く含み、赤褐色を呈するが、黒斑を

ほとんど認めないという共通点を有する。しかし、饗形と言いながらも平底形を呈するプロポ

ーションと、砲弾形と形容されるような丸底のプロポーションの 2種の形態が存在するし、 「

叩き自」という用語自体にも、成・整形時のいくつかの工程の中の初期段階として器壁を「叩

き締めJ た痕跡を表現している場合と、最終器面調整としての「叩き自」の 2種類が含まれて

いることが明らかになった。

平底形のプロポーションを呈する饗形土師器には、口縁部から底辺部まで「叩き締めJ の痕

跡としての「叩き目」が観察されるのに対し、砲弾形を呈する翠形土師器には、体部下半に限

定して最終器面調整としての「叩き自J が観察される。また、砲弾形土器の内面には、同心円

状・ U字状・平行状の「当て具J痕が認められるのに対し、平底形土器の内面には、指なで、

箆なで・刷毛自の痕が認められるが、 「叩き締めJ 時の「当て具J 痕は残存しない。

「叩き自のある警形土師器J のうち平底形のプロポーションを呈するものは、岩手県(胆沢

城跡・力石立遺跡・古館駅前遺跡・志波城跡)、宮城県(上新田遺跡)、福高県(西原遺跡・

谷地前C遺跡・上悪戸遺跡)など太平洋側に分布がみられ、砲弾形を呈するものは、山形県(

宅回遺跡・境興野遺跡・境田 C'遺跡・境問D遺跡・地正面遺跡・俵田遺跡・千河原遺跡・熊野

台遺跡)、石川県(加賀三浦遺跡)など日本海側に分布がみられる。(富山県・新潟県でもそ

の存在が確認されているとの事であるが未確認)

秋田県内では、現在のところ砲弾形を呈す護形土師器は日本海沿岸部に多しユ。内陸部の払田

柵跡では両者が出土しているが、奥羽山脈西縁部にあたる広沢山遺跡では、平底形タイプが多

くなる。このことは、極めて短絡的であるが、人的・物的交流の経路を具現するものと解釈で

きょう。

さて、 「叩き自のある翠形土師器J の年代についでであるが、平底形タイプの「叩き締めJ

た土器は、胆沢城創建期の SD 114地割溝出土例や嘉祥 2年銘木簡が共伴した払田柵跡 SK60 

土墳例に直接的に求めることができるし、砲弾形タイプの最終器商調整である「叩き目」をも

には、 9世紀前半の年代が与えられている。
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